早稲田の杜 通信　　　　２０２３年８月号　
昨年の夏は暑くて大変でしたが、今年は昨年よりさらに暑くなるのではと危ぶむ声がささやかれております。梅雨が明け、気温が上昇を続けたら８月はどれほどの暑さになるのか不安を覚えます。皆様、どうぞご自愛ください。
なお、８月１2日（月）から１７日（土）までの一週間、塾のお盆休みとさせていただきます。
１科目１か月４回の授業を原則としておりますが、単純に月ごとで見ると３回になってしまう曜日もあります。ただ、７月が月曜から水曜まで５週、8月が木曜から土曜まで５週あり、２か月あわせて各科目８回、授業時間の確保ができますのでご了承いただきたくお願いいたします。
いつも勉強のことばかり書いているので、今月は勉強の話は離れて私自身の夏休みの思い出を少し書かせてもらいたいと思います。
中学生の時は野球部に入っており、夏休み期間、朝５時から１１時くらいまで練習したのを覚えています。先生が魚屋さんで氷の塊を買ってきて水の入ったバケツに入れそれを飲みながら練習したものでした。私の子供のころはまだ世の中全体が貧しくユニフォームなどすべて先輩のおさがりでした。学校の教科書も上の人たちからのおさがりが多かった時代です。
スポーツドリンクなどもなかった時代で、あのバケツの水は最高でした。
高校時代は、天文地質部とワンダーフォーゲル部に所属していました。
天文地質部では大学の先生方と一緒に山奥深く分け入り、三葉虫の化石を採ったりしました。また、天体観測で、土星の輪を見せてもらったのですが、天体望遠鏡の中に浮かんでいる土星の姿が神秘的で、とても感動しました。
ワンゲル部では、伊豆を縦走したり、富士山に登ったりもしました。
部活動とは関係なく、個人的に東海道を自転車で走ってみたいと京都まで行きました。友人二人が呼応し、ママチャリに寝袋を積んで出かけました。
箱根の山越えが一番きつかったですが、交通量は今ほどでなく、あちこち寄り道しながらも一週間足らずで無事、京都に着けました。
現在のように物に恵まれている時代ではありませんでしたが、私を含め皆、それぞれに自分のやりたいことを見つけ、青春を楽しんだものでした。この青春をともに謳歌した仲間たちですが勉強面では競い合い、みな、早稲田や慶応に進みました。
「大いなる青春を生きよう！」若い人達には、今の今を大事にし、将来、自分の青春はこんなに輝いていたといえる思い出を数多く残してもらいたいと願います。
